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ブロックチェーン活用AI・ロボット活用

機能

ITアーキテクチャー再創生コンサルティング

近年、金融業界はアンバンドリングからリバンドリング、FinTechとの競合と協創、デジタルトランスフォーメー
ション、サービスやチャネルの見直しなど、金融業界を取り巻く環境は、スピーディーかつ多様に変化しています。
この変化に呼応するためには、新規性や独自性に富んだビジネス戦略が不可欠です。
日立コンサルティングでは、日立グループ企業における実績を基に、金融業界に携わるお客さまの次のビジネス戦略
を支えるプラットフォームの最適化を支援します。

金融ビジネス戦略を加速するプラットフォームを実現

RPA：Robotic Process Automation FIDO：First IDentity Online BCP：Business Continuity Plan BPO：Business Process Outsourcing

ITアーキテクチャー
配置

規則

組織

API RPA AI FIDO ブロックチェーン …

クラウド SaaS コンソーシアム …

…

…

RPA開発標準 セキュリティ BCP

AI、RPA プロパー BPO検討スコープの例

デジタル化を
加速したい。

チャネル戦略を
再構築したい。

プラットフォームの
最適化を追求

新興国で新たなサービスを
展開したい。
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●サービスの仕様は、改良のため変更することがあります。ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。 ●詳細な見積条件などはwebサイトから、または弊社担当営業へお問い合わせください。

ビジネス戦略の持続的なアップデートには、柔軟性と普遍性の両面が求められます。加えて新たなビジネス戦略、
例えば顧客サービスを短期間で起動するのであれば、IoTやFinTechとの連携も不可欠な戦術で、この場合のITには、
高いコネクティビティが求められます。つまり、ビジネス戦略や企業特性にのっとり、アーキテクチャーが具備す
べき要件をバランスよく適切に設計することがポイントなのです。
私たちが本サ－ビスを通じて支援するITア－キテクチャーの再創生では、日立のIoTノウハウも活用し、バランス
のよいアーキテクチャーを提案いたします。

アーキテクチャー再創生におけるポイント

コンサルティングメニュー
お客さまの置かれている状況や抱えている課題により、さまざまなコンサルティングメニューを提供いたします。

１
戦略・構想

取組テーマ例 コンサルティングメニュー例

ビジネス戦略を実現するITアーキテクチャー像
トレンドと自社の課題
中長期的強化方針

アーキテクチャー構想策定
 IT中計策定
ユースケース調査・分析 ほか

あるべき像の実現性検証と課題の洗い出し
費用対効果の試算
実現に向けた適切なプロセス

 PoC計画・推進
 ROIシミュレーション
ロードマップ策定 ほか

クラウドかオンプレか
体制（役割分担）と調達戦略
安全かつスムーズな移行

基本方針策定
 RFP作成・提案評価
移行計画策定 ほか

 RPA導入にあたってのガバナンス維持
効果測定
横展開、アライアンスの模索

 RPAガイドライン作成
 KPI定義と効果測定
トレンド調査・分析 ほか

アウトプット例

移ろう市場ニーズや、新たな競合の出現などに
対応していくには、柔軟性が不可欠

柔軟性

アーキテクチャーを
バランスよく設計

競合に先んじ、顧客の注目度を高めるには、先
進性や既存資産のリノベーションが望ましい

先進性

多くのステークホルダーと安定期なビジネス継
続するには、ルール等の普遍性が必要

普遍性

シェアリングエコノミー、スマートコントラク
トの実現においては、IoTとの接続性が必要

IoT

４
管理・改善

２
検証・計画

３
準備・実行

フェーズ
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